
第 3章 大渕遺跡 2次調査

1.調査 に至 る経緯

1989(平成元)年 4月 、門間茂夫氏より松山市太山寺町甲474-3番地内における宅地開発にあたっ

て、当該地の埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出さ

れた。

申請地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地『No173 大測遺跡』内にあたる。当地一帯は、1987

(昭和62)年 に実施された大測遺跡 l次調査により周知の遺跡として知られている。大測遺跡 1次調

査地からは、縄文時代後期から弥生時代までの遺物が検出されており、特に初期農耕 (西 日本におけ

る初期稲作伝播)に まつわる遺物が出上 したことで注目される。

これらのことから当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲やその性格を確認する

ため、1989(平成元)年 4月 20～ 26日 にかけ文化教育課は試掘及び整理調査を実施 した。試掘調査は

申請人の立会・確認のもと、東西方向に 1本、南北方向に2本の トレンチを設定 した。調査の結果、

縄文時代後期から中世の遺物包含層を検出し、当該地に初期農耕伝播前後の関連遺跡が広がる可能性

が示唆された。

この結果を受け、申請者及び地権者と文化教育課は遺跡の取 り扱いについて協議を行い、宅地開発
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図198 調査地位置図
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大測遺跡2次調査

により失われる遺跡に対 し、記録保存のために発掘調査 を実施することとなった。

発掘調査は、松山平野北部に位置する太山寺地区の歴史的環境や遺跡の様相を明 らかにすることを

主 目的 とし、文化教育課が主体 とな り、申請者・地権者、松山市教育委員会学校教育課、松山市立北

中学校の協力の もと1989(平成元)年 6月 7日 に開始 した。

2.調査の概要

(1)層 位

本調査地は、大測遺跡 (現松山市立北中学校)の東側、標高3.5mに立地する (図 198)。 調査地の

現状は、低地の柑橋系果樹園であった。試掘調査のデータをもとに対象地東側に調査区を設定した。

今回の調査では耕作上の掘削後に調査地の北西コーナーに任意の基準点を設け、磁北方向に3mのグ

リット (図 199)を設定 した。グリットは南から北へA・ B・ C,DoE、 西から東へ 1・ 2・ 3・

4・ 5,6・ 7と し、Al、 A2、 A3・ 。として表記した。掘削は人力により行った。なお湧水の

為、発掘作業中は常に排水ポンプを使用 した。

調査区内の基本層序は、第 1層から第13層 までを検出した。上層から第 1層耕作土、第 2層床上、

第 3層灰褐色粘質土、第 4層灰褐色砂質土、第 5層乳灰褐色砂質土、第 6層灰色微砂質土、第 7層茶

褐色粘質土、第 8層暗茶褐色粘質土、第 9層乳灰色砂質土、第10層明灰褐色砂質土、第11層乳灰褐色

微砂、第12層乳灰色粘質上、第13層緑灰色砂質上である (図 200)。 このうち6層 は、 5層が漸移的に

σ SK-1

図199 調査地区割 り図

(S=1:150)
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大測遺跡2次調査

微砂質を帯びて きた ものである。 また、狭い調査区内での同一層の厚 さが 5cmに充たない箇所 もあ

り、層の識別に苦慮 した。

遺構 は、調査区北西部にて土坑 を 1基検出 した。遺物は、縄文時代後期～中世の上器・石器が第 4

層か ら第10層 にかけて出上 した。

(2)遺 構 (図201)

土坑 SK-1は C4よ り検出された。検出面は 7層

上面である。平面形態は楕円形を呈 し、規模は長径

54cm× 短径26cm、 深さ32cmを 測る。断面形態は逆台

形状である。埋土は灰褐色砂質土である。遺構内出土

遺物はなく、時期は不明であるが、ただし遺構内埋土

より上層からの掘 り込みの可能性があり、同一層と思

われる第 4層からは、土師器が検出されている。

(3)出土遺物 (図202～206)

チ

1 灰褐色粘質土

2 灰褐色砂質土

0                 1m

本調査地からは、縄文後期から中世の遺物が約300

点出上している。その中で最も多いのは、縄文後期土      図201 SK-1測量図

器である。

遺物の検出は、各層別に行った。また出土遺物の多くが細片であることから遺物の取り上げは、全

点ドット方式で行った。以下に層別の説明を行う。

1)10層 ～ 8層の出土遺物 (図202)

10層出土遺物 (1。 3・ 4) 1は 有文深鉢で、弱く肥厚する口縁部に「 J」 字状の渦巻沈線文

が 1条施される。 3は無文浅鉢で口縁端部が玉縁状に肥厚される。4は浅鉢の底部である。

9層出土遺物 (5。 6) 5は内外面共に巻貝条痕が看取される無文深鉢である。口端部が僅かに

肥厚される。 6は弱い波状を呈する。

8層出土遺物 (2)有文深鉢で、内湾する胴部の沈線間に磨消縄文 (RL)が施される。

2)7層の出土遺物 (図203～205)

有文深鉢 (7～ 13、 15～18) 7は弱く内湾する波頂口唇部に「ハ」字状に沿う沈線 1条 と頂部か

ら垂下し、左右に開く沈線により区画をなす。 8は波頂部から垂下する隆帯に横方向の刻み、いわゆ

る梯子状の隆帯文様をもつ。 9は波頂部が内面に大きく拡張され、中央部が凹む円形の瘤状突起が付

される。日唇部にはR刻、その下に3条の沈線が施される。10は波状口縁部で外面肥厚部にRL磨消

縄文後、「 J」 字状の渦巻文が施される。■の口縁部は肥厚され、「ハ」字状の長短の刻みと棒状刺突

が施される。また縦横 2条の沈線により区画帯が形成される。12は緩やかに波状口縁をなし口縁部は

弱く内湾する。逆「U」 字形の連弧文下に棒状刺突文が施される。13は波頂部の円柱状突出である。
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大測遺跡 2次調査
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挿
番 種  別 器 種

特 徴 色 調
その他

外 面 内 面 タト   面 内   面

1 縄文土器 深鉢 渦巻沈線文。 条痕。 淡責灰色 灰 自色

縄 文土器 浅鉢 磨消縄文 (RL) ナデ。 淡赤褐色 茶褐色

縄 文土器 深 鉢 口縁端都ナデ。 ナデ。 赤褐 +黄灰色 黄褐色

4 縄 文土器 深 鉢 摩減。 摩滅。 淡責灰色 灰褐色

5 縄文土器 深 鉢 貝殻条痕。 貝殻条痕 +指頭圧痕ぅ 暗灰褐 色 暗灰褐色

縄文土器 深鉢 貝殻条痕。 貝殻条痕 +指頭圧痕。 黒褐 色 黒褐色

図202 10～ 8層出土遺物実測図

接続部付近にはRL磨消縄文と上下に細い穿孔がなされる。17は肥厚気味の波状口縁に斜行状に沈線

が引かれている。

有文浅鉢 (14)大きく張り出す胴部に3条の「 J」 字状渦巻沈線文が施され、沈線間にRL縄文

が看取される。

無文深鉢 (19～ 26)20～ 22は内外面共に条痕調整が施される。21の 直回する口縁端面は水平に面

取 りされる。24～ 26イま高台底をなす深鉢の底部である。

無文浅鉢 (27～ 31)27は 口縁部が短く内湾する。端部は九く収められる。28は外反する口縁で端

部は細 く仕上げられる。29は 「 L」 字状の深鉢口縁部である。外面は丁寧な磨きが施される。30・ 31

は高台底をなす浅鉢 (30は皿形)の底部で緩やかに外傾する。

3)6層 ～ 4層の出土遺物 (図 206)

6層出土遺物 (32～40)

有文深鉢 (32～35)32は波頂部から垂下する2条の沈線と横に走る2段の沈線により、いわゆる

窓枠状沈線文をなす。33は拡張された端面に 1条の沈線が施される。341ま九 く肥厚された端面にR刻

を施す。35は 口唇部に渦巻文と棒状刺突が施される。また側面は直線的な「入」字状沈線により区画

がなされる。
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大測遺跡 2次調査

図203 7層出土遺物実測図 (1)
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図

号 種  別 器 種
特 徴 色 調

その他
外 面 内 面 外  面 内  面

7 縄文土器 深鉢 「L」 字状文。 易く言羊。 マンガン付着顕著 茶褐色

8 縄文土器 深鉢 波状口縁頂都  「窓枠J帯状にR刻、梯子状沈。 ナデ。 茶褐色 灰茶色
9 縄文土器 深 鉢 口縁肥厚部にR刻 、 3条沈線。 指頭圧痕 +ナデ。 茶褐色 黒灰 色

10 縄文土器 深 鉢 波杖日縁、日唇肥厚部に摩消縄文 (RL)、 渦巻状沈線。 摩滅。 淡賛茶色 淡責茶色

縄文土器 深鉢 波頂部 にR刻、頚部 に窓枠状沈線ハ 摩滅。 茶IIB色 灰褐 色

縄文土器 深鉢 波状 口縁端部 に L刻 、運 51R沈線文、粛J突列点支 n 焦げ付着。 淡赤茶色 暗灰褐色

縄文土器 深鉢 沈線→摩消縄文 (RL)、 穿孔。

篤 支 土器 浅鉢 磨 き→渦巻沈線文→ RL縄文。 ナデハ 淡黄茶色 淡責茶色
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図204 7層出土遺物実測図 (2)

一Ⅸ
ｇ
巧

原

番 種  別 器 種
特 徴 色 調

その他
面 内 面 外   面 内   面

縄文土器 深 鉢 波状 口縁 、端部ハ刻、条痕。 条痕 、焦 げイf着。 赤褐色 黒褐 色

縄文土器 深鉢 水平口縁、 L刻。 灰 白色 灰 白色

17 縄文土器 深鉢 波状口縁、端部刻、条痕。 茶褐 色 灰 自色

縄文土器 深鉢 水平口縁、ハ刻。 焦げ付着。 赤茶褐色 暗茶褐色

縄文土器 深鉢 条痕→ナデ。 摩減。 灰白色 暗茶褐色

縄支土器 浜 鉄 貝殻条痕。 貝殻条痕。

1 縄 文土器 深 鉢 貝設条痕。 灰茶色 灰茶色

縄文土器 深鉢 粂痕。 条痕。 灰 白色 灰自色

縄 文土器 深 鉢 摩滅。 摩減 6

% 縄文土器 深鉢 摩減。 不詳。 赤褐色 赤茶褐 色

縄文土器 深鉢 不詳。 不詳。

縄文土器 深鉢 ナデ。 欠損不詳。
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図205 7層 出土遺物実測図 (3)

無文深鉢 (36、 38。 39)36は緩 く屈曲する胴部を経て直線的に外傾する口縁部。端部は肥厚気味

に丸 くおさめられる。38,39は高台底をなす深鉢の底部である。

無文浅鉢 (37)口縁が外反 し、内面がやや肥厚するものである。

多孔底土器 (40)多孔底土器の破損品で径1.2cln程の焼成前穿孔 (9孔以上)が確認できる。周縁

はやや下反 りとなる。

4層出土遺物 (41)土釜の脚接続部である。

4)その他の出土遺物 〔層位不明・表採〕(図207)

有文深鉢 (42。 43)42。 43は 共に外面に条痕調整が施される。42は 口唇部に「ハ」字状の刻みが

なされ、内面には焦げ痕が顕著である。431ま 弱い波状を呈 し、口端部は肥厚される。

無文深鉢 (44～46)44は水平口縁をなす。45は口縁波頂部で径1.5cmの 円孔が穿たれる。46は 高

台底をなす深鉢の底部である。

上師器 (47)土釜の把手で三方に煤が付着する。

2次調査地出土石器 (Sl～ S5)Slは 基部に快 りが認められる打製石鏃である。脚部が一部欠

損する。 S2はサヌカイ トの石核で周囲からの剥片剥離痕が残されている。 S3・ S4はサヌカイ ト

の石核で側面に一部礫面を残 し、本体の両面から交互に剥片剥離が行われている。 S5は乳灰白色を

呈する姫島産黒曜石の石核である。

大測遺跡 2次調査

反
盲
巧

醇

番 種  別 器  種
特 徴 色 詞

その他
外 面 内 面 夕ヽ     g写 内   面

27 縄文土器 浅鉢 口縁部内湾。 ナデ? 乳 白色 茶 ネ

縄文土器 浅鉢 口唇部上 に沈線。 麿滅
^

赤褐 色 黒褐 色

縄支土器 LI字状口縁、ナデぅ ナデ。 赤褐 色 灰茶褐色

30 縄 文土器 鉢 麿減。 摩滅。 灰黄茶色 黒灰色

縄 文上 器 茂 鉢 ナデ。 ナデ。 赤褐色 暗灰褐色
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図206 6～ 4層出土遺物実測図

0               10cm

(S=113)

砂くつ餡

［区
石
巧

挿
番 種  別 器 種

特 徴 色 調
その他

面 内 面 外  面 内   面

32 縄文土器 深鉢 窓枠状 区画沈線文、器面調整歴減。 麿減
^

淡責灰色 暗 灰

33 縄文土器 鉢 口唇肥厚部に沈線。 ナデ。 淡貢赤褐色 貢 茶

34 縄文土器 鉢 日縁部 R刻、ナデ。 摩滅。 茶褐色 灰茶褐色

縄文土器 深鉢 日唇部円形沈線、窓枠状沈線。 ナデ。 淡黄赤茶色 淡責赤茶色

縄文土器 浅鉢 ナデ。 摩減、黒斑。 茶褐色 明灰色 +黒色

縄文土器 漉 鉢 磨 き。 黒灰色 黒褐色

縄文土器 深 鉢 摩滅。 躇茶褐色 暗灰褐色

縄文土器 深 鉢 歴 》 不 詳 (マ ンガン等付着 )^ 灰 白色 責茶褐色

縄文土器 多孔底土君 存 2孔、残存 7孔。調整歴減。 摩減 6 灰 自色 灰 白色

と師質土器 上 釜 指頭圧痕。 接合面 (刻 み圧着 )。 淡貢秦色 貢茶褐 色
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0               10cm

(S=1:3)

ヴ心 と旦」

図207 層位不明・表採遺物実測図

×↓△
S]

S3
蟻 は翻

|

o          5cm

(S=2:3)

石器実測図図208

反
盲
巧

種 別 器  種
特 徴 色 調

その他
外 面 内 面 外   面 内  面

丈土器 深 鉢 口唇部ハ刻、貝殻条痕。 貝殻条痕焦げ付着。 赤茶褐色 暗茶褐色

こ土器 深 鉢 波状 日縁 R刻 、条痕。 条痕。 黒灰色 暗灰褐色

縄文土器 深 鉢 麿滅。 条痕 ?焦げ付着。 灰 白色 黒灰色

縄文土器 深鉢 円孔、摩減。 摩減。 赤茶褐色 灰 自色

縄文土器 鉢 ナデ? 焦 げ付着。 茶褐 色 黒灰色

と師質土器 土釜把手 媒付着。 不詳。 茶褐色 茶褐 色

区

弓 器 種 石 材 残 存 度 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g) そ の 他

石鏃 サヌカイト ほぼ完形 10層

S2 石核 サヌカイト 7層
石 核 サヌカイト 358 7層

石核 サヌカイト 7層

石核 姫島産黒曜石 290 表 探
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大測遺跡 2次調査

まとめ

本調査は、主に西接する 1次調査地で確認された遺跡様相の東への展開を明らかにすることを目的

として実施 した。

調査区は、縄文時代晩期の遺物が多量に出土した 1次調査地から僅か10mしか離れていないことか

ら、同様の成果が得られるものと当初予想された。調査の結果、層位的編年には困難が伴う出土状況

ではあるが、縄文時代後期を中心とした遺物が確認できた。

調査区は、 7層 をベースに中央付近から東側に緩やかに下 り、調査区東壁際で若千上がる低湿地状

をなす。 3・ 4層及び10層以下は比較的安定 した層の堆積であった。しかし縄文後期土器が最 も多 く

包含されていた 5～ 7層 は、若子の乱れが認められる。出上した土器の文様や器壁に大きな損傷が見

られないことから、一時的な河川の氾濫等による堆積が推測される。

検出された遺構は、 1基の上坑のみであったが、遺物の出土はなく、時期性格 ともに不詳とせざる

を得ない。なお西接する大測遺跡 1次調査地においては、縄文時代後晩期に比定される柱穴や土坑等

が検出されている。

包含層出上の縄文後期土器の特徴は、まず磨消縄文帯の幅が狭 くなっていること (6・ 13・ 14)と

沈線の末端部が途切れていること (7。 9・ 32)である。これらは福田KⅡ 式に比定される。つぎに

幾何学的な文様構成をとるもの (6・ 8)と 口唇部の拡張が顕著であること (9・ 35)である。

これらは広瀬土竣40段階と考える。よって型式比定の結果、本調査地出上の縄文土器の多 くは福田K

Ⅱ式から縁帯文成立期 (広瀬土墳40段階併行期)の範疇で捉えられるものである。なお14は福田KⅡ

式新段階に見受けられる有文深鉢口縁の突起部と同様である。また、 8は宿毛式の中に一定量存在 し

ている器面に低い隆帯を貼 り付け、刻みを施 した土器と同タイプであり、松山平野北部に少量ながら

存在するものと思われる。

以上、大測遺跡 2次調査の報告を行った。大測遺跡周辺には、稲作受容期を含む縄文時代後期以降

の集落経営が行われていたことが明らかとなってきた。全国的に後期遺跡の報告が急増 している中、

松山平野における検出の数はさほど増えてはいない。よって大測遺跡の検出資料は、平野内における

縄文集落の動向を考える上で貴重である。本調査出土の縄文土器は、西部瀬戸内或いは中・四国地方

における縄文後期土器編年を検討する上で好資料となるものである。また、検出された宿毛系の縄文

後期土器や姫島産の黒曜石は、当時の交易ルー トを解明する手掛かりとなるものである。

参考文献

小都 隆『洗谷貝塚』福山市教育委員会・洗谷貝塚発掘調査団 1976

阪本安光『松山市・船ヶ谷遺跡』愛媛県教育委員会 1984

泉 拓良・玉田芳英「文様系統論―縁帯文土器―」『季千1考古学 17号』雄山閣 1986

栗田茂敏「大渕遺跡」F日 本考古学年報40J日 本考古学協会 1987

栗田茂敏「大測遺跡」F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』松山市教育委員会 1988

宮本一夫「文京遺跡第11次調査出上の縄文土器の検討」『文京遺跡第8・ 9。 11次調査』

愛媛大学法文学部考古学研究室 愛媛大学埋蔵文化財調査室

栗田正芳・河野史知『古照遺跡―第6次調査―』(財 )松 山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター 1993
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大測遺跡 2次調査

武正良浩「大i41遺跡 2次調査地」「松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』

松山市教育委員会・松山市立埋蔵文化財センター 1993

中野良一ほか『四国縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ一小松町編―鶴来が元遺跡』

(財 )愛媛県埋蔵文化財調査センター 1994

加島次郎「江口貝塚出上の打製石鏃の変遷」『江口貝塚Ⅱ―縄文後晩期編―』

愛媛大学法文学部考古学研究室編・波方町教育委員会 1994

木村岡↓朗『四団西南沿岸部の先史文化』幡多埋文研 1995

犬飼徹夫 F平城貝塚』御荘町教育委員会 1996

谷若倫郎ほか『糸大谷遺跡』 (財 )愛媛県埋蔵文化財調査センター 1996

多田 仁『大除遺跡』津島町教育委員会 2000

※ 1 本報告と『年報Ⅲ』掲載内容と若千の差異があるが、これは整理作業をするにつれて明らかにされたため、本

報告で正式なものとした。ご了承頂きたい。

※2 報告書作成中、中野良一氏 (愛媛県埋蔵文化財調査センター)には貴重なご指導を賜りました。記して感謝致

します。
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Ⅶ図煮食



写真図版

1.遺構の撮影は、調査担当者が行った。巻頭航空写真は、国際興業株式会社による。

2.遺物の撮影は、大西朋子が行った。

使用機材 :

カメラ   トヨ/ビ ュー45G       レンズジンマー S240Hllll

ス トロボ  コメット/CA-32・ C B 2400(バ ンク使用 )

スタンド他  トヨ/無影撮影台・ウエイ トスタンド101

フイルム  プラスXパ ン・エクタクロームEPP

3.白黒写真の現像 と焼き付けは、一部を除いて大西が行った。

使用機材 :

,I伸 機  ラッキー450MD        レンズ エル・ニッコール13511ull

ラッキー90MD            エル・ニッコール5011ull

印 画 紙  インフィール ドマルチグレー ドⅣRC
フイルム現像剤  コダックHC■o

4.X線写真は、奈良国立文化財研究所による。

[参考]『埋文写真研究』Vol.1～ 10
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A区湿地内第 9C層出土遺物 (2)
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A区湿地内第 9C層出土遺物 (3)
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A区湿地内第 9C層出土遺物 (4)
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A区湿地内第 9C層出土遺物 (5)
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A区湿地内第 9C層出土遺物 (6)
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A区湿地内第 9A層出土遺物 (3)
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A区湿地内第 3層出土遺物 (3)
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A区湿地内第 6層出土遺物 (1)
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A区湿地内第 6層出土遺物 10
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A区湿地内第 5層出土遺物 (1)
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大 i剰 遺 跡

図
版
　
４６

98

A区湿地内第 5層出土遺物 (7)
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BttS X-1出 土遺物 (1)
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